











































































































次の王は，ブリィディ（ブルード）１世（Bridei IあるいはBruide IあるいはBridei son
 
of Maelchon)?（在位560年？-584年あるいは586年）で，『Annals of Ulster』では，〝the
 
migration before Ma?elchu?’s son i.e.King Bruide"と報告され，また，『Annals of Tigernach』
には，558年に〝the flight of the scots before Bruide son of Ma?elchu?"と報告?されてい
る。ブリィディ１世は，558年にはピクト王国を治めていた（共同統治していた）のかも知れ
ない，あるいは，ピクト王国の王子であったのかも知れない。アドムナン（Adomna?n）（627














































II：Nechtan nepos Uerb）あるいはネフタン王（Nechtan 1：Nechtan son of Eripあるい
はNechtan Morbet）（在位期間不明）が考えられている。
彼は『Pictish Chronicle』のピクト王の系図に示され，また，『Annals of Tigernach』で























次の王は，ネフタン２世（Nechtan II；Nechtan neps Uerb??）（在位597年-617年？）
であった。『Pictish Chronicle』では，ウエルブの甥ネフタン（Nechtan nepos Uerb）はピ
クトの土地を20から21年の間治めた王で，彼の前王はガルトナイト（Gartnait）であると報











































『Annals of Ulster』，『Annals of Tigernach』，ならびに『Chronicon Scotorum』に報告
されている。『Pictish Chronicle』によると，王位はガルトナイト３世（Gartnait IIIあるい
はGartnait son of FoithあるいはGartnait son of Uuid）（在位633年-637年）に継承され
た。次の王は，ブリィディ２世（Bridei IIあるいはBrudei son of FoithあるいはBridei son
 
of Uuid）（在位637年-642年）とタロック３世（Taloc IIIあるいはTaloc son of Foithあ
るいはTaloc son of Uuid）（在位642年-653年）であった。この２人は兄弟で，２人の死
























ピクト王国の次の王は，ガルトナイト４世（Gartnait IVあるいはGartnait mac Domnaill）
(在位657年-663年）であった。彼の死は，『Annals of Ulster』ならびに『Annals of Tigernach』
に報告されているが，これ以外のことは知られていない。
1.2.2 ズレスト６世とノーザンブリア王エクフリスとの戦い
次の王は，ズレスト６世（Drest VI??あるいはDrest mac Domnaill）（在位662年？-671
年）で，ガルトナイト３世と兄弟で，『Annals of Ulster』ならびに『Annals of Tigernach』
には671年にピクト王を退位したことが報告されている。ノーザンブリア王国との２つの川
の戦い??でズレスト６世は敗北した。この戦いについては，８世紀に活躍した修道士ステファ

































































次の王は，タラン（TaranあるいはTaran son of Ainftech）（在位692年-696年）であっ
た。彼とブリィディ４世（Bridei IVあるいはBridei mac Der-Ilei）（在位697年？-706年）



































































































































??『Annals of Ulster』も『Annals of Tigernach』もズレストの父の名を報告していない。ある説では，彼




??このアルピンと，『Annals of Ulster』に報告されている〝Elffin son of Crup"とはどのような関係にあ
るのであろうか。このアルピンが742年に包囲されたとある。また，730年にダル・リアダ王国を治めたAlpı?n
 









































































































































































































































































































修道士聖ヨハネ，『Annals of the Four Masters』に記録された外国からの宣教者，およびMartyrology
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